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モラヴィア兄弟団の管楽アンサンブルについての一考察

市川克明（音楽講座管楽器研究室）

The Wind Ensemble in the US Moravian Community

Katsuaki ICHIKAWA

（平成 年 月 日受理）27 7 6

はじめに

世紀から 世紀にかけて、北アメリカのいわゆる18 19

「移住の時代」に、音楽分野において モラMoravians

ヴィア兄弟団は重要な役割を果たした。その中で、ヨー

ロッパのドイツ語圏から派遣された兄弟団信徒の音楽家

たちは新大陸の入殖地においても礼拝や演奏会で指導的

役割を演じ、その音楽活動を豊かなものとした。

Herrnhuter ヘルンフート兄弟団 Böhmische「 」 、1

「ボヘミア兄弟団」あるいは 「モラBrüder Moravians

ヴィア兄弟団」 という用語はしばしば同義語として用2

いられることがあるが、本稿では、ヨーロッパ中部の、

あるいはドイツ語圏の信徒たちを「ボヘミア兄弟団 、」

北アメリカ大陸北東部入殖地の信徒たちを「モラヴィア

兄弟団」と区別して用いる。

18世紀末から1820年頃にかけ、北アメリカ北東部のモ

ラヴィア兄弟団の移住地域では、宗教音楽はもとより、

世俗音楽も盛んに演奏され、特に管楽アンサンブルの一

種である ハルモニームジークが非常にHarmoniemusik

好まれた。入殖初期はヨーロッパから持ち込まれた作品、

あるいはモラヴィア兄弟団に所属する音楽家たちによる

作品が演奏されたが、後には同団信徒であるアメリカ出

身の音楽家の楽曲も頻繁に取り上げられるようになった。

本稿では、19世紀前半におけるペンシルヴァニアと

ノース・カロライナのモラヴィア兄弟団のハルモニーム

ジークとその演奏に関して考察する。また、その中で特

に重要な役割を果たした David Moritz Michael ダ

ヴィッド・モーリツ・ミヒャエル (1751-1827) につい

て、さらにモラヴィア兄弟団の コCollegium musicum

レギウム・ムジクムが所蔵していた Antonio Rosetti

アントニオ・ロゼッティ (ca. 1750-1792) のハルモ3

ニームジークを研究対象とする。

１．北アメリカにおける モラヴィア兄弟団Moravians

と音楽

Unitasボヘミア・モラヴィア兄弟団の起源である

ウニタス・フラトルム は、1457年、モラヴィFratrum 4

アに程近い、ボヘミア北東部の Kunvald クンヴァルト

で Jan Hus ヤン・フス (1369-1415) の教義を信奉する

信徒たちにより組織された。その後、ルター派とも密接

な関係を持ちつつ不安定ながらもボヘミア、モラヴィア、

ポーランドで存続したが、1618年のプラハ城内での神聖

ローマ帝国国王顧問官２名と書記の３名が城の３階の窓

から投げ落とされる事件をきっかけとして始まった30年

戦争により、帝国領内の多くは荒廃し、ボヘミア兄弟団

とその文化も同様にほとんど壊滅状態に陥った。また、

1620年のヴィラーホラ（白山）の戦い以降、ハプスブル

ク家の支配下におかれたボヘミア・モラヴィア地方では、

信徒は地下に潜伏することを余儀なくされた。1648年の

ヴェストファーレンの和議以後、同地は引き続きローマ

カトリックの支配下におかれ、兄弟団に対しての弾圧が
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継続され多くの信徒は故国を去った。

1722年、Nikolaus Ludwig von Zinzendorf ニコラウ

ス・ルートヴィヒ・ツィンツェンドルフ伯爵 (1700-

1760) の庇護のもと、ボヘミア兄弟団により Herrnhut

ヘルンフートと称される共同体が建設された 。これに5

より教団は再組織され、復興することになった。それに

伴い、礼拝、同教団特有の Liebesmahl 愛餐、Singstunde

賛美の時間など日々の活動、また特別な祝祭日などで音

楽は重要な役割を果たした。同時に、世俗音楽も頻繁に

演奏され、ヴァイオリン、フルート、ホルン、トロン

ボーンなどが用いられた 。例えば、1731年にコレギウ6

ム・ムジクム でホルンが演奏されたとの記録が残され7

ている 。ところで、すでにヘルンフートの共同体設立8

直後から、様々な国々への布教活動が行われており、そ

の目的地は東・南アフリカ、グリーンランド、さらにカ

リブ地域、北アメリカにまで及んだ。北アメリカにおい

ては、1735年、ジョージアに入殖したが、対スペイン戦

争により建設直後の町を追われ、その結果、新しい入殖

地をペンシルヴァニアに求め、1741年、Bethlehem ベス

レヘムを建設したのであった 。その後、この町を拠点9

とし、ペンシルヴァニアの Nazareth ナザレス（1740

年 、同じく Lititz リティツ（1756年 、ノース・カロ） ）

ライナの Salem セーラム （1766年）など、新たな入殖10

地を建設した 。11

これらの兄弟団信徒は、キリスト教の伝統に加え、そ

の豊かな音楽文化をも持ち込んだ。初期には、ヘルン

フートと同様に、賛美歌の伴奏として、ヴァイオリン、

フルート、ホルン、トランペットなどが用いられたが、

しばらくした後、教会にはオルガンも設置され、男性信

徒によりコレギウム・ムジクムが設立された。そこでは、

教会音楽に加え、管弦楽、室内楽などの世俗音楽も演奏

され、Carl Philipp Emanuel Bach カール・フィリッ

プ・エマヌエル・バッハ (1714-1788)、Johann

Friedrich Reichardt ヨハン・フリードリヒ・ライヒャ

ルト (1752-1814) などドイツ人作曲家の作品や、モラ

ヴィア兄弟団信徒である Christian Gregor クリスティ

アン・グレゴール (1723-1801)、Johannes Herbst ヨハ

ネス・ヘルプスト (1735-1812)、John Antes ジョン・

アンテス (1740-1811)、Johann Friedrich Peter ヨハ

ン・フリードリヒ・ペーター (1746-1813)、Johann

Christiann Bechler ヨハン・クリストフ・ベヒラー (1

784-1857)、およびダヴィッド・モーリツ・ミヒャエル

らの楽曲が取り上げられた。現在、これらの楽譜はウィ

Moravianンストン＝セーラムのモラヴィア音楽財団

、およびベスレヘムのモラヴィア教Music Foundation12

会音楽公文書館 にArchives of the Moravian Church13

保管されている。全体では10000曲にものぼり、うち約

7000曲がモラヴィア兄弟団に属する作曲家によるもので、

残りの多くはヨーロッパから伝えられた楽譜である。

セーラムのモラヴィア音楽財団には、本来コレギウム・

ムジクム所蔵であった580曲以上もの管楽および声楽作

品が伝えられている。ベスレヘムのモラヴィア教会音楽

公文書館にも同様にベスレヘム・コレギウム・ムジクム

伝承のものが900曲以上、リティツ・コレギウム・ムジ

クム伝承の管楽・声楽作品が300曲以上所蔵されている 。14

これらセーラムやベスレヘムの筆写譜資料はよく整理さ

れており、その出処起源も明確に記載されている例も数

多く、非常に豊かな楽譜財産として現存している。

２． と管楽アンサンブルCollegium musicum

コレギウム・ムジクムは16世紀のCollegium musicum

ドイツ語圏で生まれた用語で、音楽分野に関して、美学

的な研究よりも特に専門的な演奏実践研究に特化した組

織を意味する 。17世紀にはチューリヒ、プラハ、ライ15

プツィヒ、ハレ、イエナ、ブレーメンを始めいくつかの

町に大学所属のコレギウム・ムジクムと称される著名な

団体が存在した 。モラヴィア兄弟団信徒は入殖地にお16

いて、本国と同様に、コレギウム・ムジクムを設立し、

移住の際、多くの楽器や楽譜を持ち込んだ。

ベスレヘムでは早くも町の建設の３年後、すなわち

1744年にはドイツ生まれの音楽家 Johann Christopher

Pyrlaeus ヨハン・クリストファー・ピュルラエウス

(1713-1785) によりコレギウム・ムジクムが設立され、

そこでは楽器の訓練や兄弟団内の教会音楽の向上に寄与

した 。その後、18世紀中頃にはリティツ、ナザレス、17

セーラムなどでも相次いで同様の団体が設立された。演

奏されるレパートリーとして、カール・フィリップ・エ

マヌエル・バッハ、Johann Christian Bach ヨハン・ク

リスティアン・バッハ (1735-1782)、Johann Adolph

Hasse ヨハン・アドルフ・ハッセ (1699-1783)、Carl

市川克明



69

Stamitz カール・シュターミッツ (1745-1801)、また

Joseph Haydn ヨーゼフ・ハイドン (1732-1809) らの作

品も記録されており、それらはヨーロッパから持ち込ま

れたものであった 。これらのコレギウム・ムジクムで18

は、19世紀の初めには管楽器を含む３重奏から10重奏の

室内楽が演奏された記録があり、とりわけ、それぞれ２

本からなるクラリネット、ホルン、ファゴットの６重奏

が好まれた。これらの音楽は、室内、あるいは屋外でも

演奏され、特にこの２本ずつの編成のハルモニームジー

クの需要が高まり、ダヴィッド・モーリツ・ミヒャエル

やヨハン・クリスティアン・ベヒラーらに刺激を与え、

数々の作品を生み出されるきっかけとなったのである。

ナザレスにおける19世紀前半の演奏会の記録、

Verzeichniss derer Musicalien welche in Concert"

sind gemacht worden, Nazareth den 14t Octbr 1796

" は、同地におけるコレギウund zum 30 Janry 1845 19

ム・ムジクムの活発な演奏活動の様子を伝えており、そ

こには約50年にわたる演奏曲目が詳細に記録されている。

ところで、コレギウム・ムジクムの楽器編成はどのよ

うなものであったのだろうか。ベスレヘム・コレギウ

ム・ムジクムが1780年に行った最初の管弦楽演奏におけ

るメンバーリストによれば、第１ヴァイオリン２名、第

２ヴァイオリン２名、ヴィオラ１名、チェロ２名、フ

ルート、オーボエ、ホルン、トランペット、がそれぞれ

２名ずつ記録され、総勢15名である 。また、ハイドン20

のオラトリオ「天地創造」が演奏された1811年ごろには、

第１ヴァイオリン２名、第２ヴァイオリン２名、ヴィオ

ラ１名、チェロ１名、コントラバス１名、フルート２名、

オーボエ１名、ホルン２名、トランペット１名に加え、

注目すべきことに１名ずつクラリネット奏者とファゴッ

ト奏者が記録されている 。編成としては十分ではない21

にせよ、基本的な古典派オーケストラの楽器編成を踏襲

している。

ベスレヘムにおいては、19世紀前半、コルネットと

チューバによるアンサンブル 、軍楽隊、Sextett Culb

オーケストラである などが存在し、そColumbian Band

れぞれの音楽活動が広く行われていた 。とりわけ、コ22

レギウム・ムジクムの他に勝る活発な活動は特筆に値し、

ダーヴィド・モーリツ・ミヒャエルが率いていた時代に

最盛期を迎えた。しかし、彼がドイツへ帰国した後、す

なわち1815年以降、ベスレヘム・コレギウム・ムジクム

での演奏会の数は激減した。実際、ミヒャエル着任以前

の1807年は17回、1809年は36回、1813年は24回であった

演奏回数が、彼の去った1815年、1819年には年12回にと

どまっている 。23

その後、演奏会の再興をめざし、1820年12月20日に

ベスレヘム・フィPhilharmonic Society of Bethlehem

ルハーモニック協会が組織され 「構成員は、協会費と、

して年50セントを、また、リハーサルを欠席した場合に

は12.5セントを罰金として支払うという義務を負うこと

」 。に同意した 、というような様々な規約が定められた24

この再編成の後、再び演奏活動は活発となり、ミヒャエ

ルが活動していた頃に匹敵する演奏会の回数を回復し

た 。また、コレギウム・ムジクム所蔵の楽譜もベスレ25

ヘム・フィルハーモニック協会が引き継ぐことになった。

３．ダーヴィド・モーリツ・ミヒャエル

1795年、ドイツ生まれのボヘミア兄弟団信徒である

ダーヴィド・モーリツ・ミヒャエルがナザレスで活動を

始めるが、これ以降、モラヴィア兄弟団、あるいはコレ

ギウム・ムジクムの活動は新しい局面を迎えた。才能あ

る音楽家でありまた音楽教育者であった彼は、精力的に

演奏会を企画し、その中で移住の際に持ち込んだと思わ

れる作品の数々を紹介した。とりわけ、器楽作品、シン

フォニー、コンチェルト、管楽アンサンブルは広く取り

上げられた。

ミヒャエルはエアフルト近郊の Kühnhausen キューン

ハウゼンで生まれ、エアフルトで教育を受けた後、1781

年、まずボヘミア兄弟団の入殖地の一つであるエルベ川

沿いの Barby バルビーへ写譜係として、２年後には

Niesky ニースキーへ音楽教育者として赴任し、後に、

教会付属学校の校長に任命された。1795年、アメリカの

新入殖地赴任の命を受け、ナザレスに移住した。彼は、

最初は週１回、のちに週２回の演奏会を企画し、自らも

クラリネット奏者として参加した。1804年、彼はナザレ

スの教団管区監督となった。その４年後、ミヒャエルは、

当時最も大きな入殖地の一つであったベスレヘムに移り、

それまでと同じく演奏会、および音楽教育に携わること

になった。1811年、ベスレヘム・コレギウム・ムジクム

はヨーゼフ・ハイドンのオラトリオ「天地創造」を上演

モラヴィア兄弟団の管楽アンサンブルについての一考察
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し、その際、ミヒャエルが指揮を担当した。これは「天

地創造」のアメリカ大陸での初演であり 、アメリカ東26

部での音楽活動に新しい刺激を与えた。1815年までベス

レヘムに留まった後、彼はその後ドイツに戻り、1827年

にコーブレンツ近郊の Neuwied ノイヴィードで亡く

なった。

作曲家としては、多くの聖歌や礼拝のための合唱曲を

残したが、特筆すべきなのは14曲のParthia パルティア

Die Wasserfahrt、Bey Einer Quelle Zuと２つの組曲

のハルモニームジークである。これらの作品はBlasen

明朗快活でどれもユーモアと機知にあふれているが、演

奏技術的には、時として困難な箇所も見受けられる。パ

ルティアは、２本ずつのクラリネット、ホルン、ファ

ゴットの６重奏であり、曲によっては、フルート１本あ

るいはトランペット１本が加えられる。トランペットが

用いられている場合、演奏される音は自然倍音に限られ、

ほとんどはファンファーレ音型である。また、フルート

は第１クラリネットの１オクターブ上をユニゾンで演奏

するなど、主旋律の補強としての役割に限られる。また、

18世紀からの伝統であるディヴェルティメント、セレ

ナーデの様式を持ち、和声、旋律、様式、形式とも古典

派のそれを踏襲しており、ヨーロッパのロマン派的作法

を見出すことはできない。和声的にも旋律的にも伝統的

な枠内に収まり、典型的なこの時代のドイツ風管楽アン

サンブルであると言える 。27

これらの音楽は、演奏会でのレパートリーとしてのみ

ならず、ベスレヘムやナザレスの教会で夕べの音楽とし

ても演奏された。ところで、16の管楽アンサンブル作品

のうち７曲のみ、すなわち２曲の組曲とパルティア第１、

２、４、５、９番が写譜されセーラムに送られたことは

明らかで、記録によれば、セーラムではミヒャエルの管

楽作品が頻繁に演奏されている 。28

組曲 は15楽章と番号２つの無しのDie Wasserfahrt

楽章から、 は３部分総計Bey Einer Quelle Zu Blasen

14曲の短い楽章から構成され、いずれも30分程度の作品

Dieである。彼の管楽作品で最も有名である組曲

は1809年に作曲され、ベスレヘムでのWasserfahrt29

DieWhit-Monday における伝統的な娯楽行事である30

あるいは の際に演奏された 。Wasserfahrth Boat Ride 31

この慣習は、住民たちがリーハイ川の川岸を散歩しなが

ら、川の上に浮かんだ平底の船の上で演奏される音楽家

たちの演奏を聴く、というもので、ミヒャエル自身も第

２クラリネット奏者として演奏に加わっていた 。全体32

的には明るく快活で、概して第１クラリネットが旋律を

受け持ち、ホルンは基本的には和音の充填を担当し、時

として伴奏なしで２本のホルンはホルン５度を用いた旋

律を演奏する。ファゴットは第11曲の中間部のように短

いメロディを担当することはあるにせよ、全曲を通じバ

スパートとして全体を支える役目を担う。第６曲は快活

なジーグのようなテーマに続き、後半はモラヴィア兄弟

団の聖歌を思わせる重厚内省的な部分が続く印象深い楽

Allegretto章である。また、第12曲と第13曲の間には

楽章が挟まれ、ここではホルンの２重奏、および独奏

ファンファーレが演奏され、曲の最終部分の前の導入と

して効果をあげている。このようにはっきりと他部分と

は明白に異なる楽章を挟み単調さを避けている。また、

最終楽章は 「コラール風に」と記されてChoral-mäßig

おり、これも聖歌を思わせる印象的な楽曲である。

Wolfgang Amadeus Mozart ヴァルガング・アマデウス・

モーツァルト (1756-1791) の歌劇「魔笛」の第２幕の

冒頭 「修道士たちの行進」を思Marsch der Priester

い起こさせる。

Bey Einer Quelle Zu Blasen Die組曲 は、組曲

同様、Whit-Monday の際の船上での演奏のWasserfahrt

ために作曲され、おそらくは組曲 のDie Wasserfahrt

翌年、1810年に作曲された。３部分はほぼ同等の規模と

構成を持ち、それぞれは４楽章からなる。冒頭は

序奏と表記されており、また「この楽章はIntroductio

３回演奏される。１．ホルンのみで、２．ホルンとファ

ゴットで、３．ホルン、ファゴット、クラリネットで」

Dieと特記されている。全体的な構成と曲想は組曲

に類似しているが、野外での演奏を念頭にWasserfahrt

置いたトゥッティあるいはファンファーレ風の部分が多

い快活で楽しげな楽章がほとんどで、静かで内省的な部

分は少ない。なお、これら２曲はベスレヘムのみならず

他の兄弟団入殖地でも好んで演奏された 。33

14曲のパルティアも基本的には２曲の組曲と同じ色彩

を持った作品であるが、ほとんどは急−緩−急の３楽章形

式、あるいはそれにメヌエット楽章が挟まれた４楽章、

あるいは５楽章形式からなる短い楽曲である。パルティ
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ア第１番の第１曲の主旋律は、出処不明ではあるが、

1849年の Giacomo Meyerbeer ジャコモ・マイアベーア

（1791-1864) 歌劇 「預言者」の中の行進Le Prophète

曲でも用いられている 。第２番は第４楽章 の34 Allegro

後、短い が付け加えられ、第６番は５楽章形式Presto

で、冒頭に緩徐楽章が置かれている。また、常にクラリ

ネットが主旋律、ホルンは和声の補強およびファン

ファーレ風のパッセージ、ファゴットは低音楽器として

和声的に支える、という作曲法は組曲よりも徹底してい

る。概して、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァル

ト、アントニオ・ロゼッティ、František Vincenc

Kramař フランツ・クロンマーことフランティシェク・

ヴィンツェンツ・クラマージュ (1759-1831) 、Josef

Reicha ヨーゼフ・ライヒャ (1752-1795) らのハルモ

ニームジークよりは規模も小さく、また内容的にはより

娯楽的要素が強い。

ミヒャエルの貢献によりアメリカにおける管楽アンサ

ンブルは最盛期を迎えることになったのは疑いがない。

特にナザレスとベスレヘムにおいての活発な音楽活動を

先導し、これは他の入殖地のコレギウム・ムジクムを刺

激し、その後のモラヴィア兄弟団たちの豊かな音楽活動

の礎となり、同時代および次世代の作曲家、演奏家に多

大な影響を与えた。

４．ナザレス、ベスレヘム、リティツ、セーラムにおけ

る演奏会

1780年創立であるナザレスのコレギム・ムジクムにお

いて 、1795年のダーヴィド・モーリツ・ミヒャエルの35

着任以降、音楽活動が非常に活性化したことはすでに述

べた。彼が記録し始めたナザレスのコレギウム・ムジク

ムにおける演奏会のリスト " " は1796年10Verzeichniss

月14日から1845年１月30日までの同地での演奏活動を伝

える貴重な資料である。そのリストには様々なジャンル

の作品が記録されているが、とりわけ目を引くのは管楽

作品の多さである。管楽器のための協奏曲はもとより、

室内楽、特に管楽アンサンブルが数多く含まれている。

モラヴィア兄弟団メンバーは中央ヨーロッパの作曲家の

作品、すなわちアントニオ・ロゼッティ、Václav Pichl

ヴァーツラフ・ピヒル (1741-1805)、Vincenc Václav

Mašek ヴィンツェンツ・ヴァーツラフ・マシェク (1755

-1831)、ヴォイチェフ・マチャーシュ・イーロヴェッツ

Vojtĕch Matyáš Jirovec (1763-1850) 、ヨハン・クリ36

スティアン・バッハ、Zimmermann ツィンマーマン 、37

Collauf コラウフ (?-?) 、Noak ノヴァーク(?-?) ら38 39

の管楽器作品を好み、ダーヴィド・ミヒャエル本人の作

品も頻繁に取り上げられている 。ロゼッティを除く上40

記の作曲家の楽曲の作品は、兄弟団入殖地以外の北アメ

リカの都市ではほとんど知られてはいない 。41

ミヒャエル本人は本来クラリネット奏者であったため、

クラリネット協奏曲の演奏回数は群を抜いて多い。

Ignaz Joseph Pleyel イグナツ・ヨーゼフ・プレイエル

(1757-1831)、カール・シュターミッツ、ヴァーツラ

フ・ピヒルなど、様々なクラリネット協奏曲が演奏され

た記録が残されている 。ミヒャエルがナザレスを去っ42

た後は、クラリネットを含む作品の演奏は、管楽アンサ

ンブル作品に限られており、クラリネット協奏曲は含ま

れていないことから、クラリネット独奏作品は常にミ

ヒャエルが担当したと推測できる。1800年を境に、クラ

リネット協奏曲の演奏回数は少なくなり、パルティアと

題された管楽アンサンブル作品がその演奏の中心となっ

ている。特に、ピヒルのパルティアはミヒャエルがナザ

レスを去る1808年の後まで好んで取り上げられており、

" " の中でも群を抜いて多く現れる。ミVerzeichniss

ヒャエル自身の作品では、1798年３月16日のクラリネッ

ト協奏曲第３番の演奏以後、協奏曲、クラリネット２重

奏、さらにパルティアも取り上げられており、ミヒャエ

Dieルが去った後、度々彼のパルティアおよび

が演奏された記録が残されている 。Wasserfahrt 43

ベスレヘムにおいても、1744年のコレギウム・ムジク

ムの成立により、精力的に音楽演奏活動が行われていた

が、1808年のダーヴィド・モーリツ・ミヒャエルの着任

以降、さらに活発化した。特に、ミヒャエルの管楽パル

ティアは、夏の平日の夕方、兄弟団の集会所のバルコ

ニーで住民たちへの娯楽として演奏された 。44

ベスレヘムから100キロ余りの場所に位置するリティ

ツにおいても、1765年の創立以来コレギウム・ムジクム

の音楽活動は活発であった 。管弦楽作品、特にハルモ45

ニームジークは非常に重要な位置を占めている。リティ

ツにおけるクラリネットの導入はナザレスやベスレヘム

よりも遅く19世紀初頭である 。リティツ・コレギウ46
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ム・ムジクムに伝承されていた楽譜には、前述のナザレ

スの演奏会記録 " " にも現れた作曲家、ミVerzeichniss

ヒャエル、ロゼッティ、ツィンマーマン、コラウフ、ノ

ヴァークなどのハルモニームジークなどが含まれ、好ん

で演奏されていたと思われる。また、モラヴィア兄弟団

の作曲家では、ヨハン・クリスティアン・ベヒラーのク

ラリネット、ホルン、ファゴットおよびトランペットを

含むパルティア、および Peter Wolle ペーター・ヴォ

レ(1792- 1871) の２本のクラリネット、２本のホルン、47

およびファゴット、フルート、トランペット各1本のた

めの が含まれている。コレギウム・Madison's March

Lititz Philharmonicムジクムの後継団体である、

リティツ音楽協会は1815年から1845年まで存在Society

し、ハイドンのオラトリオ「天地創造」や「四季」を演

奏したことでも知られる 。48

ノース・カロライナのセーラムにおいても、かなり早

い時期である1753年に、コレギウム・ムジクムが設立さ

れている。1805年には規模が拡大され、同地におけるフ

ルート以外の最初の木管楽器として２本のクラリネット、

１本のファゴット、および２本のトランペットが導入さ

れたことが確認できる 。このトランペットは明らかに49

ツィンク で、モラヴィア地方ノイキルヒェンの楽器製50

造家ギュッターが1805年に製作したものである 。セー51

ラムにおける詳細な演奏記録は残されていないが、例え

ば後に述べるアントニオ・ロゼッティのパルティアの筆

写譜 など多くの管楽アンサンブルが現存している 。52 53

５．リティツ・コレギウム・ムジクム所蔵のアントニ

オ・ロゼッティのパルティア

次に、19世紀前半のアメリカ北東部で比較的知られ、

かつモラヴィア兄弟団入殖地でその作品が頻繁に取り上

げられたアントニオ・ロゼッティに関して論述する。ア

ントニオ・ロゼッティは北ボヘミアの Litoměřice リト

ムェルジーツェ出身の18世紀後半の作曲家である。1773

年以降、南ドイツのシュヴァーヴェン地方のエッティン

ゲン・ヴァラーシュタイン宮廷のコントラバス奏者、そ

の後1785年からは音楽監督、1789年から亡くなる1792年

まで北ドイツのメクレンブルク・シュヴェリーン宮廷の

音楽監督を務めた。1780年代にはパリのコンセール・ス

ピリチュエルおよびロージュ・オランピックの演奏会で

頻繁に彼の作品が取り上げられた。すでに存命中、交響

曲や協奏曲はパリ、オッフェンバッハ、ヴィーン、シュ

パイアー、ベルリン、アムステルダム、マインツなどで

出版され、ロンドンを始めとしてヨーロッパ諸都市にお

いて好んで彼の作品は取り上げられた。ロゼッティが故

国でも評価されていたことは疑いなく、1791年12月５日

ヴィーンで亡くなったモーツァルトのプラハの聖ミク

ラーシュ教会で行われた12月14日の追悼式において、ロ

ゼッティが1776年に作曲したレクイエム RWV H15 が演

奏された。その時の記録は、Heinrich Philipp Carl

Bossler ハインリヒ・フィリップ・カール・ボスラー

(1744-1812) により次のように伝えられている 「偉大。

な歌手ドゥセック夫人を始めとする120名の演奏家によ

り」ロゼッティのレクイエムが演奏され、それを「モー

ツァルトの偉大な精神は楽土で喜んでいるにちがいな

い 」 40数曲の交響曲を始めとし、多くの管楽器、お。 54

よびヴァイオリン、ピアノのための協奏曲、室内楽曲、

ピアノ曲、宗教曲、歌曲など、さらに22曲の管楽ハルモ

ニームジークが現存している。このハルモニームジーク

のほとんどはパルティアと名付けられており、ドイツ、

オーストリア、スイス、チェコ、ポーランド、さらにア

メリカにもその筆写譜が伝承されている。この中でアメ

リカに現存する２曲のパルティアはいずれもモラヴィア

兄弟団の入殖地であるベスレヘムのモラヴィア教会音楽

公文書館とセーラムのモラヴィア音楽財団の所蔵である。

前述の通り、ロゼッティの作品はモラヴィア兄弟団に関

係する演奏会のみならず、19世紀前半すでに北アメリカ

東部の各都市で演奏されていた。ナザレスの演奏会では、

ロゼッティのパルティアや協奏曲の演奏の記録が残って

おり、おそらくは、この時期にベスレヘムとセーラム伝

承のパルティアも演奏されていたと推測できる。ナザレ

スでの演奏記録 " " の中には、1798年１月Verzeichniss

19日、1800年１月31日、1804年２月３日、1809年１月19

日の４回、ロゼッティのパルティアが演奏されたことが

記述されている 。このうち、1798年以外は、単に55

としか記載されていない。1798年の記録では、Parthia

とあり、６声のパルティParthia Nr.1-3 in 6 Stimmen

アが３曲演奏されたことが確認できる。ダヴィッド・

モーリツ・ミヒャエルがナザレスに到着したのが1795年、

おそらくそれ以前にはクラリネットは使用されておらず、
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クラリネットの入った管楽アンサンブルが演奏されては

いないこと、または演奏会記録をつけ始めたのが1796年

11月であることを考え合わせると、ミヒャエルが移住の

際これらの曲を持ち込んだか、あるいはその直後に移住

したモラヴィア兄弟団の音楽関係者が持ち込んだ、と推

測できる。しかし、ロゼッティの「６声」のパルティア

は現存するパルティア22曲のうち４曲のみで、編成は１

本のオーボエ、２本のクラリネット、２本のホルン、１

本のファゴットであり、ミヒャエルが演奏したと思われ

る編成、すなわち２本ずつのクラリネット、ホルン、

ファゴットとは異なる 。さらに、現在ベスレヘムと56

ウィンストン・セーラムに残るロゼッティのパルティア

は２本のクラリネット、２本のホルンおよび１本のファ

ゴットの５重奏であり一致しない。従って、このことか

ら以下のことが推測できる。

１．現在知られていない６重奏（２クラリネット、

２ホルン、２ファゴット）の３曲のパルティアが存

在した。

２．ベスレヘムとウィンストン・セーラムに残るパ

ルティア RWV B8 と B9 が1798年にナザレスで演奏

された楽曲である。その際、ファゴット奏者２名が

ファゴットパートを重複して演奏した。

３．この場合、パルティア RWV B8 と B9 以外にさ

らに１曲のパルティアが存在した。

５重奏であるパルティアをファゴット奏者が重複し６

重奏として演奏した可能性は否定できない。当時のファ

ゴットは音量も弱く、ディスカント楽器とバランスよく

同等に響かせるためには重複演奏することは演奏習慣と

して頻繁に行われていた 。また、ほとんどユニゾンの57

２声のファゴットパートを含むパルティアも数多く存在

する。

注目すべきことにパルティア RWV B8 は、ベスレヘ58

ム以外に、ドイツのドナウエッシンゲン宮廷図書館 、59

ポーランドのヴロツワフ大学図書館 、チェコのプラ60

ハ・チェコ国立音楽図書館 に筆写譜が伝えられている。61

このうち、ドナウエッシンゲン版は、タイトルページに

Johannes Matthias Sperger ヨハネス・マティアス・

シュペルガー (1750-1812) の名が後から何者かにより

書き加えられている。６楽章編成で、ロゼッティの作風

とは異質のカノン風の楽章 が挟まれている。こPresto

Prれは明らかに別の楽譜からの筆写であると推測され、

はシュペルガーが付け加えた楽章である可能性もあesto

る。また、メヌエット楽章のクラリネットパート譜には

他の版と同一のパートに加え、全く異なったパートが書

き込まれており、これも作曲者以外の手によるものであ

る可能性が高い。ヴロツワフ版は４楽章編成で、

でAllegro - Largo - Menuetto - Allegro scherzando

あり、ロゼッティの多くのパルティアと同じく、古典派

交響曲の形式から成り立っている。残りの２つの版、す

なわちプラハ版とベスレヘム版は５楽章編成で、第３楽

章 と終楽章の間に が差し挟Menuetto Allegro molto

まれている。したがって、各パートの細かな相違はある

にせよ、ヴロツワフ版、プラハ版、ベスレヘム版とも第

１、２、３楽章および終楽章は同一である。なお、終楽

Allegro scherzando章の速度表示に、プラハ版のみ、

に加え、 と付加されている。Alla Kosaca

さらに、ヴロツワフ版とそれ以外の３つの版を比較す

ると、それぞれのパート譜では異なる箇所が多く確認さ

れ 、特に第２楽章 に関しては第41小節目以降、62 Largo

他の版では存在する２小節のホルンの独奏が無く、全体

の小節数もそれにともない２小節少なくなっている。ヴ

ロツワフ版の表紙には右下に という文字が確認Kasch

できる。これは、筆写した人物か楽譜の所有者であると

13推測できる。また、左上には演奏日と思われる “

「08年７月13日」の書き込みがある。楽譜に使Juli 08”

用された用紙のウォーターマークは、楕円の枠にマドン

ナと子供の模様で、これは18世紀後半のヴロツワフ地域

の典型的なウォーターマークである 。63

このパルティア以外にロゼッティのパルティア Es-

Dur RWV B deest がヴロツワフ大学図書館に所蔵されて

いるが 、この曲も RWV B8 と同様にポーランド西部で164

8世紀後半に製造されたと思われる用紙に筆写されてい

Wる。出処が確認できるウォーターマークは２種ある。

の飾り文字と の都市の名が使用されているBRESLAU65

ウォーターマーク は、1742年から1780年にヴロツワフ66

で生産されている 。また、 の都市名が使67 SCHWEIDNITZ

用された鷲をかたどったウォーターマーク は、1491年68

以来重要な製紙の町として知られるシュヴィドニツァ
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Świdnica、ドイツ名 シュヴァイドニッツ Scweidnitz

のもので、この模様のウォーターマークは1763年から使

用されている 。69

この２つのパルティア Es-Dur RWV 8 および RWV B

deest は楽曲構成も似ており、いずれも1808年に演奏さ

れている 。演奏記録およびウォーターマークを考え合70

わせると、パルティア RWV B8 ヴロツワフ版、 RWV B

deest は1770年代後半以降、おそらくは18世紀末1808年

までの間に筆写されたと推測できる。

次に、現在、プラハの国立音楽図書館に所蔵されてい

るロゼッティのパルティア RWV B8 の筆写譜に関して考

察を加える。この筆写譜のタイトルページには以下のよ

うな書き込みがある。右下には、

" "Przibyla / Przibyla / z nového Hradcu

ノーヴィ・フラデツのプリビュル

すなわち、ノーヴィ・フラデツ（出身）のプリビュルの

所蔵を意味すると推測できる。あるいは、このプリビュ

ル某が写譜した可能性も除外できない。また、中央下部

には、

Darem z Rychnova n[ad] kn[ěžnou] / od p[ana]"

"Březiny 19 / 07 O. Horník10
4

1907年４月10日 リフノフ・ナド・クニェツノウの

ブジェズィニからの贈り物として

O. ホルニーク

と記載されている。Ondřej Horník オンドジェイ・ホル

ニーク (1864-1917) は、作曲家、教育者、楽譜蒐集家

として知られており、アントニーン・ドヴォルジャーク

の弟子でもある。タイトルページの記述によれば、ホル

ニークが表記の日付にリフノフ・ナド・クニェツノウの

ブジェズニから譲り受け、その後この筆写譜はリフノフ

からプラハに移送されたと思われる。

この筆写譜のウォーターマーク は、左側に 、中71 R

Jesus Dominus Salvator央部に 、右側にA B IDSM (

と三角印に目、T型の柱に蛇が巻きついた模様Mundi)72

で、18世紀後半に東ボヘミアで生産された用紙であるこ

とが確認できる 。73

は ロキトニーツェ・ヴ・R Rokytnice v Orlických

オルリツクーフ 、 は Andreas Busel アンドレア74 A B

ス・ブーセルの製紙工場のイニシャルであり、右側の模

様はこの製紙工場のシンボルである。当該製紙工場所有

者が亡くなった後、1777年にその妻が Ondřej Busla オ

ンドジェイ・ブースラ（Andreas Busel / Püssel アン

ドレアス・ブーセル／ピュッセル）と再婚し、その際に

再婚相手が製紙工場を買い取ることになった 。1803年、75

以前からのシンボルである三角印に目、T型の柱に蛇の

ウォーターマークを新調した際、 (Andreas Busel)A B

のイニシャルを付け加えた 。製紙工場の所在地である76

ロキトニーツェ・ヴ・オルリツクーフ、所有者あるいは

筆写した人物の居住地であるノーヴィ・フラデツ、1907

年まで楽譜が保管されていたリフノフ・ナド・クニェズ

ノウは東ボヘミアの同じ地域 であり、この筆写譜は1877

03年以降の比較的早い時期に作成され、ホルニークによ

りプラハに移送されるまで東ボヘミアのリフノフ・ナ

ド・クニェズノウ近郊に存在していたと推測できる。

仮にベスレヘムに伝わるロゼッティのパルティア RWV

B8 が1790年代中期から後期にかけて、例えばミヒャエ

ル、あるいはモラヴィア兄弟団信徒によってヨーロッパ

から移送されたとすると、プラハ版が写譜された時期よ

りも早くなり、プラハ版を元に写譜された可能性は無く

なる。また、ベスレヘム版を元にプラハ版を写譜したこ

とも考えにくいため（ベスレヘム版がボヘミア周辺でか

なり早い時期に作成され、モラヴィア兄弟団がアメリカ

に持ち込むまでの間に筆写されプラハ版が成立した可能

性も完全には除外できないにせよ 、パルティア RWV B8）

に関し、以下のような推測が成り立つ。

１．元の楽譜は消失し、1790年代中頃までにベスレ

ヘム版、1803年以降早い時期にプラハ版が別々に写

譜された。

２．それとは別にヴロツワフ版（４楽章）があり、

ベスレヘム版、プラハ版（５楽章）とは楽章編成が

異なる。

３．ヴロツワフ版が筆写された年代は18世紀末以降

で、遅くとも1808年であり、ベスレヘム版、プラハ

版の元になったことは否定できないが、ところどこ

ろかなりの相違点が存在する。
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４．ドナウエッシンゲン版（６楽章）は、シュペル

ガーの名前で伝承されており、これ以外の３つの版

とは大きく異なる箇所がある。

５．以上のことから、現存する版以外にも筆写譜が

伝えられていた可能性もある。

６．２本ずつのクラリネットとホルン、１本のファ

ゴットの編成のパルティアは RWV B8 以外には B9

と RWV B deest のみである。また、これら３曲は

作曲法や特徴が共通している。

ロゼッティのパルティア RWV B9 の筆写譜 はベスレ78

ヘムに伝えられおり、パート譜のタイトルページ に "79

" とドイツ語Coll(egium) Mus(icum) zu Litiz gehörig

でに記入されている 。この筆写譜は、第１クラリネッ80

トパートが紛失しており、これ以外で唯一伝承された

セーラム所蔵の筆写譜 はファゴットパートの最初の１81

枚のみ 、すなわちタイトルページと第１楽章のみであ82

り、このパルティアの再演は不可能である 。ただ、モ83

ラヴィア兄弟団に伝承されている２曲のパルティアがい

ずれも２本のクラリネット、２本のホルン、１本のファ

ゴットの編成であり、様式、形式ともに類似し、ミヒャ

エルらの取り上げたパルティアとも共通する特徴を持つ

ことは非常に興味深い。

総括

アメリカ東部のペンシルヴァニア、ノース・カロライ

ナにはモラヴィア兄弟団の信徒が18世紀中頃に入殖した

町があり、そこではそれ以降とりわけ19世紀前半に豊か

な音楽活動が行われていた。特に、管楽アンサンブル、

ハルモニームジークに関しては、ドイツから派遣された

音楽家、ダーヴィド・モーリツ・ミヒャエルが中心とな

り、ベスレヘム、ナザレスでは同地のコレギウム・ムジ

クムにより数多くの演奏会が行なわれ、ヨーロッパから

もたらされた楽曲が頻繁に演奏されていた。中でもピヒ

ル、マシェクの作品は好まれ、18世紀後半、ヨーロッパ

全土で知られていたロゼッティの楽曲はこれらの入殖地

以外でも演奏されていた記録が残っている。その中で管

楽アンサンブルに関しては パルティアRWV B8 と B9 の

みがベスレヘムとセーラムに現存している。パルティア

RWV B8 は、これ以外に、プラハ、ヴロツワフ、ドナウ

エッシンゲンに筆写譜が現存しており、ベスレヘム版と

プラハ版はほぼ同一である。

今後、ベスレヘムに所蔵されている筆写譜、とりわけ

その紙質、ウォーターマークなどを資料研究することに

より、この楽譜のアメリカへの伝承方法、あるいはそれ

ぞれの版の関係がより明確になり、19世紀初頭のアメリ

カにおけるヨーロッパの管楽アンサンブルの導入と受容

の歴史が明らかになることが期待される。
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